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はじめに

　桜井庄太郎（1900～1970）博士は、1942年に

「大日本青年團史』を、1952年に『日本青年史』

を刊行した。これらの業績は日本における青年

史研究の先駆と位置づけられるものと考えられ

るが、残念ながら、今日その業績の詳細な内容

は十分明らかにされているとはいい難い。この

ような状況を受けて、本稿では桜井博士の日本

青年史研究にっいて、その概要を明らかにした

上で、今日的視点から見た研究史上における位

置づけと評価、その研究から学ぶべき点を考え

ることを直接的な目的とする。さらに、筆者は

先に「桜井庄太郎博士の『日本児童生活史』研

究」ωについて明らかにしたが、本稿はそこで

の考察に引き続いて、日本の教育社会学の領域

において独自の研究領域を開拓し、今日盛んと

なりつっある教育の社会史的研究の先駆的な研

究と考えられる桜井博士の児童史、青年史研究

の全体像を明らかにすることを目ざすものである。

　本稿では桜井博士の日本青年史研究について、

独自の著作としては唯一の単行書である「日本

青年史』（全日本社会教育連合会編集・青年双

書11集）1952年、大蔵省印刷局刊、を中心的な

素材として考察を加えていくが、その前提とし

て桜井博士を日本青年史研究に向かわせる契機

となったと考えられる「大日本青年團史』1942

年、日本青年館刊、にっいて若干紹介し、考察

を加える。また、下記の論文を関連資料として

利用していく。
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　「青少年史の研究と教育社会学」（日本教育

社会学会編「教育社会学研究』第2集、1952年、

東洋館出版社、所収）

　「青年の杜会史」（海後宗臣・牧野巽編「青

少年問題と教育』講座教育社会学第3巻、1953

年、東洋館出版社、所収）

　なお、本稿は前稿の続稿としての性格を持っ

ところから、本来必要であると考えられる桜井

博士の研究歴や業績の全体像についての言及を

一切省略している。必要な点にっいては前稿を

ご参照いただければ幸いである。また構成など

にっいて前稿を踏襲している点、内容に一部重

複がある点をご了解いただきたい。

1．桜井庄太郎博士と『大日本青年團史』

　桜井博士自身は後年、その研究生活を回顧し

て、「昭和16年に私は、日大をやめて大日本青

少年団に入った。そこでの私の仕事は青年団の

歴史の編さん・記述であった。青年団のことは

何も知らないで飛びこんだのだが、多くの資料

があったので、当時の私の上司であった熊谷辰

治郎氏の指導を受けながら、一年たらずのうち

に、菊判で、資料を合わせて800ページに近い

ものを書きあげることができた。これは昭和17

年の秋、『大日本青年団史』（熊谷辰治郎編）と

して出版された。／また青少年団在職中、私は

全国各地の青年団を視察する機会を得、また若

者とか若衆とか呼ばれた維新前の青年の生活史

の一部を知ることができた。こんなことから昭

和27年には、小著「日本青年史』が生まれた。」（2）

と語っている。桜井博士が、大学の卒業論文の

テーマとして「日本封建制度の発達」を選び、

その後も日本封建社会史、日本封建社会意識に

っいての研究を続け、1941年には「日本見童生

活史』を刊行したという、隣接領域での研究実

績を持っていたことが無視されてはならないが、

この発言に示されているように、大日本青少年
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団に所属し、「大日本青年團史』の著述にあたっ

たことが、桜井博士の日本青年史研究の直接の

契機になったと考えられる。この著述にあたっ

ては、公的な歴史記録であることと、当時の時

代的・政治的状況から一定の制約があったと推

測されるが、桜井博士の日本青年史研究の直接

の契機、出発点として、この著書について考察

を加えておくことが必要である。

　桜井博士は前述のように、1941年3月に大日

本青少年団に嘱託（1942年から主事）として勤

務、1945年の同団解散まで在職したが、大日本

青少年団は、1925年に成立した大日本聯合青年

団（1939年から大日本青年団と改称）を中心と

して、1941年1月に、大日本聯合女子青年団、

大日本少年団聯盟、帝国少年団協會の4団体

（発足時は後に大日本海洋少年団の加入が計画

されていた）が当時の国策にそって統合されて

成立したものである（3）。『大日本青年團史』は、

この統合により単体としての大日本青年団が解

散することになったところから、「本書は大日

本青年團拉にその前身である大日本聯合青年團

の事業・嚢展過程を明かにすることを目的とし

て編纂したものであるが、我が國に於ける青年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ
團の傳統を明かにするため、青年團の起原の問

題や、青年團の母胎である若者團髄にも説き及

んだ。」ωという目的の下に企画・刊行された

ものであり、本文471頁、附録234頁、熊谷辰

治郎の「回顧二十年」65頁を主な内容とする大

著である。奥付を見ると「編著者熊谷辰治郎、

褒行者　櫻井庄太郎」と記載されているところ

から、この著書が熊谷辰治郎の著作と扱われる

こともしばしば見られるが、「例言」に明確に

　　　　　　　　　　　　　　　ママ
「本書は昭和十六年三月編纂に著手し、同年十

二月脱稿したものである。なほ本書の編述は櫻

井庄太郎これを据當した。」（5）と記されており、

また熊谷辰治郎の「回顧二十年」においても、

その「はしがき」で「この團史編纂の仕事は、
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非常に大切な、しかも私としては興味と熱情の

湧く仕事であるが、現在の境遇では、悉くこれ

に没入することが出來ない。そこで櫻井庄太郎

君にこの面倒な仕事を据當して貰ふことにし

た。」（6）と記されており、この著書が桜井博士

の著作であることは疑問の余地がない。

　この著書の本文の主要な構成（編・章まで記

載）を示すならば、次の通りである。

　緒言

　　　　　　　　　　　ママ第一編

第二編

　第一章

枕一二壷二
　弟＿早

第三編

ttt－r　　　土

　果一早

　第二章

　第三章

　第四章

　第五章

第四編

tslr　　　土

　弟一早

出一土　果＿早

　第三章

　第四章

第五編

章
章
一

二

第

第

～一土弟二早

第四章

第五章

第六章

第七章

第八章

青年團の起原

江戸時代

　江戸時代の杜會と若者團騰

　若連中概説

明治時代（第一期　明治維新から

日清戦役勃登まで）

　明治時代概説

　若連中の衰頽

　若連中の改革

　青年夜學會

　若連中より青年會へ

明治時代（第二期　日清戦役以後）

　青年團運動の黎明

　日清職役と青年愈の活動

　日露戦役と青年會の活躍

　日露戦役後の青年團農の状況

大正時代（第一期　中央報徳會青

年部・青年團中央部時代）

　大正時代概説

　内務、文部両大臣の青年團に關

　する訓令

　中央報徳會青年部・青年團中央

　部とその事業

　全國青年團聯合大會の開催

　明治肺宮御造管と青年團の奉仕

　皇太子殿下より令旨を賜はる

　全國青年團明治肺宮代参者大會

　日本青年館建設の議と財團法人
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　　　　　　日本青年館の設立

第六編　　大正時代（第二期　財團法人日本

　　　　　青年館時代）

　第一章　　青年團中央部の事業を財團法人

　　　　　　日本青年館に於て継承す

　第二章　　關東大震災と青年團の活動

　第三章　　明治神宮競技大會青年團競技

　第四章　　大日本聯合青年團創立運動

　第五章　　大日本聯合青年團嚢團式拉に第

　　　　　　一回大會

　第六章　　皇室の恩寵

　第七章　　日本青年館の竣工

　第八章　　日本青年館開館式

　第九章　　大日本聯合青年團國庫補助に關

　　　　　　する建議と請願

　第十章　　　「青年訓練所令」及び「青年訓

　　　　　　練所規程」の制定・公布と青年

　　　　　　訓練所の設置

　第十一章　皇太子殿下の日本青年館行啓

　第十二章　全國地方聯合青年團の加盟完成

　第十三章　帝國議会に於ける青年團に關す

　　　　　　る論議

第七編　　昭和時代（大日本聯合青年團・大

　　　　　日本青年團時代）

　第一章　　昭和時代概説

　第二章　　青年團の光榮

　第三章　　皇國精肺の宣揚

　第四章　　郷土振興運動

　第五章　　青年團の産業活動

　第六章　　青年髄育の奨働

　第七章　　満州事愛と青年團

　第八章　　支那事愛と青年團の銃後活動

　第九章　　興亜青年運動

　第十章　　非常災害と青年團

　第十一章　青年指導と組織強化

　第十二章　盟邦青年團との交罐

　第十三章　大日本青少年團の結成
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　桜井博士の日本青年史研究にとって、この著

述がどのような意味を持っかを考えると、第1

に、「緒言」に記されている「然しながら青年

團の活動が、それぞれの時代の杜會情勢と無關

係に螢まれるものでないことは明かである。そ

れ故、本書は、青年團活動の前提もしくは背景

の意味に於て、それぞれの時代の肚會情勢やそ

の推移、拉にこれらと青年團運動との關係にも

注意を描ひたいと思ふ。」mという考え方は、

桜井博士の児童生活史研究に既に見られた視点

であり、この著述において、こうした視点が青

年史研究にも有効であることが認識されたとい

う意味があると考えられる。第2に、当時の時

代的・政治的状況の下においては、大日本青少

年団の官製的性格が広範な資料の収集や視察を

可能にした考えられるが、こうした資料の収集

や視察によって多くの知見を得、その内容にっ

いて検討や研究を進めたことが後年の研究に大

きく寄与したという意味があると考えられるが、

この点については桜井博士自身の回顧からも確

認することができる。

2．桜井庄太郎博士の日本青年史研究

（1）研究の背景と動機

　桜井博士は1941年に『日本見童生活史』、

1942年に「大日本青年團史』を刊行したが、

1952年に『日本青年史』を刊行する。この著書

を刊行する背景、動機について、同書の「序」

では簡潔に「日本の青年や少年の生活を、それ

だけまとめて歴史的に書いた本はほとんどない

ように思われます。女性史についてはいろいろ

な本が出版されており、なかなかよいものもあ

りますが、どういうわけか青年や少年について

はあまり書かれていません。／わたしは一九四

八年に「日本見童生活史』を著わしましたが、

そのころから、その姉妹篇として日本の青年史
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を書いてみたいと思うようになりました。」（8）

と記されており、さらに「はしがき」において

やや詳しく「青年にっいては心理学や社会学な

どの方面からいろいろと研究され、多くの書物

が出版されている。しかし青年の歴史を書いた

本はまれである。また恋愛とか結婚とか、ある

いは農村の青年団体とかいうような限られた特

殊な問題だけにっいて述べたものは二、三ある

が、青年をめぐるいろいろな問題を綜合的にと

り扱った本を、わたしは見聞のせまいせいかま

だ見ていない。」（9）と記されている。また『日

本青年史』の刊行と同じ1952年時点において、

この時点までの青年史研究にっいて「なお青年

を取り扱ったものとしては一九三〇年の中山太

郎氏の「日本若者史』（春陽堂）、一九三六年の

大日本連合青年団編・発行の「若者制度の研究』

などがある。いずれもその内容は時代的に限ら

れており、青年史としては範囲も狭く、部分的

もしくは特殊的な研究というべきである。」（’°）

と指摘している。これらの発言に共通して見ら

れるように、この時点において、日本における

青年に関する通史が十分を明らかにされていな

いという状況認識を桜井博士の青年史研究の背

景として指摘することができる。このような状

況に対して、その欠を自らの手によって補うこ

とが桜井博士の『日本青年史』刊行の第1の動

機であったと考えられる。さらに「序」に示さ

れているように、日本児童生活史の研究、刊行

の延長として、青年史にっいても明らかにしな

ければならないと考えたことが第2の動機であっ

たと考えられる。

（2）研究の目的と内容

　桜井博士は『日本青年史』の「はしがき」の

冒頭において「古くからの日本の社会のさまざ

まな変化・発展のなかで、青年たちはどのよう

な生活をいとなみ、どんな活動をしてきたであ
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ろうか、また青年たちは社会にたいしてどんな

役割をはたして来たであろうか。」al）と記して

いるが、ここに青年史研究の最も基本的な目的

が示されている。ここで注意されなければなら

ない点は、社会の変化・発展との関連の下に青

年やその生活にっいて明らかにすることを意図

している点であって、ここに桜井博士の青年史

研究の独自性、社会史的性格が示されていると

考えられる。こうした目的を達成するためには、

各時代の青年について考察する前に「まず前提

として、それぞれの時代の構造・性格やっぎの

社会への推移・発展などが明らかにされなけれ

ばならない。」のであり、その「つぎに青少年

史の固有の問題…（略）…」（「2）を明らかにして

いかなければならないと考えられている。

　このような目的にしたがって、具体的に考察

すべき内容は次のように示されている。

「わたしはこの書物の中で、っぎのような問題

をあきらかにしたいと思う。

　一、青年がはたしてきた社会的な役割

　　（一）労働・軍役

　　（二）政治活動

　　（三）文化活動

　二、社会の青年観と青年の社会的地位（社会

　　　は青年をどのようにみたか、また青年に

　　　どんな社会的地位をあたえ、青年をどの

　　　ように取り扱ったか）

　三、青年の社会生活

　　（一）青年の生活と階級との関係

　　（二）青年の団体生活（青年はどんな団体

　　　　　をっくり、その中でどんな生活をい

　　　　　となんだか、またそれらの団体はど

　　　　　んな社会的役割をもち、その活動に

　　　　　よって、いかに社会に影響をあたえ

　　　　　たか）

　　（三）遊戯・社交

　　（四）恋愛・結婚・家族生活
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　　（五）青年に関する社会問題

　　（六）青年と犯罪との関係

　　（七）青年にたいし、どんな教育がおこな

　　　　　われたか」（13）

　この構成からは、桜井博士は、その青年史研

究の目的を、青年の社会的役割、社会の青年観、

青年の社会生活を中心として取り上げることに

よって達成していこうとしていると考えられる。

このような各時代に共通するものとして示され

た基本的な研究内容が、さらに具体的にどのよ

うな項目として取り上げられているかは各時代

によって異なるが、桜井博士の考え方を具体的

に示す例として、『日本青年史』の「7章　現

代の青年」を見ると、章の初めに昭和の初めか

ら今日までを現代と考えることが示され、その

時代の特色を明らかにするために、（1）昭和時代

の特徴、②太平洋戦争，の2項目について説明

されている。その上で本文として次の各項目が

取り上げられている。

　1．教育の転換…（1）青年訓練所と青年学校、

　　　②青年の渡満、③職時中の教育、（4）

　　　職後の民主教育、（5）学生の社会運動

　2．青年団の活動…（1）大日本連合青年団と

　　　産業教育、②青年団の国家主義化、（3）

　　　大日本青少年団の結成

　3．青年と労働…（1）勤労報国運動と勤労動

　　　員、②戦後の労働事情、③労働基準法

　　　と労働の実態

　4．職争の犠牲…（1）民族の悲劇、（2）日本

　　　の軍隊

　5．女子青年をめぐる諸問題…（1）男女共学、

　　　②職場における女子、㈲女性のてん落、

　　　（4）人身売買、（5）結婚と離婚、⑥女性

　　　の関心、（7）女子青年の成長

　6．青年の社会的地位と社会の青年観…（1）

　　　青年の社会的地位、②社会の青年観、

　　　（3）日本の将来と青年㈹
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　ここでは、1．はじめにその時代の特質をと

らえた上で、2．青年にっいて教育と労働を中

心としてその生活の実態をとらえ、3．社会の

中において青年がどのように位置づけられ、処

遇されていたかを明らかにし、4．その基礎に

ある社会の青年観を明らかにしようとしている

のであり、桜井博士の青年史研究の目的がどの

ような具体的内容を取りあげさせているのかを

理解することができる。

　なお、研究対象である青年の概念、範囲にっ

いて、桜井博士は「一たい青年というのは何歳

から何歳までのことをいうのであろうか。もち

ろん青年期は少年期と成人期の間にはさまる過

渡期であるが、男女によって差があるし、ばあ

いによっていろいろに解釈される。しかしふっ

うは男は十二、三歳から青年期に入り、十八歳

ないし二十三歳で成人となる。女は男よりも一

年あまり早く、十歳ないし十一歳で青年期に入

り、十六、七歳ごろまでにほぼ成人に達する。

／したがって以下で述べることは、大たいこの

青年期にある若いひとびとについてであるが、

多少見童期や成人期にわたるばあいがあるかも

知れない。」㈹と記している。この説明に見ら

れるように、桜井博士は青年期の基本的特質を

少年期と成人期の間にはさまる過渡期ととらえ、

青年の概念は過渡期としての青年期に属する者

ととらえていたのであり、具体的年代は多様で

あると認識していたと考えられる。

（3）研究の基本的視点

　桜井博士の青年史研究の第1の基本的な視点

として、社会史的な視点を指摘することができ

る。桜井博士の青年史研究は前述のように、社

会の変化・発展の中で、青年の生活、活動、役

割をとらえようとするものであるが、このよう

な青年史研究は青年の社会史というべきものと

なると考えられる。この点に関連する桜井博士
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の次の発言は、社会史をどのようなものととら

えるか、なぜ青少年史の研究において社会史的

立場を選択するかについて明らかにしている。

「私は、社会学を人間の共同生活・集団生活の

理論と考え、かかる社会学の理論に立脚した歴

史が社会史であると解釈する。言葉を換えてい

えば、社会史はとくに人間の共同生活・集団生

活に視点を置いた歴史である。前記の青少年史

の問題も私はかかる意味の社会学的・社会史的

な視点から選択した。それ故、史的研究におい

ては、社会史的といっても社会学的といっても、

私にとっては同じことに帰着する。しかし青少

年史の問題がすべてこれに尽きるというわけで

はない。…（略）…視点・見地が異ればおのず

から異った問題がとりあげられるであろう。私

は社会史的な立場に立っが、他の立場を否定す

るものではない。しかし文化史のその他に立脚

する立場は、結局社会史的な立場にもとずかな

ければならないと考える。」〔16）

　桜井博士の青年史研究の第2の基本的な視点

として、特定の階級・階層、個人に限定するこ

となく、広く青年全体を考察の対象としようと

する視点を指摘することができる。桜井博士は

「いうまでもなく歴史をつくるものは多くの無

名の民衆であって、少数の英雄や偉人ではない。

これまでの歴史は英雄偉人の歴史であったが、

これからの歴史は民衆の歴史でなければならな

い。青年史においても同じことがいえる。英雄

や偉人の青年時代を書くのが青年史ではない。

わたしはむしろ、黙々とはたらき、戦争でもは

じまればすぐ載場におくられ、異性との恋愛や

結婚に歓喜したり悲しい涙をしぼったりした無

名の青年や娘たち、支配者の暴圧に抗して勇敢

にたたかった庶民階級の若者たちにっいて述べ

たいと思う。」（IT）と記しており、ここに桜井博

士の日本児童生活史研究に共通する対象認識に

関わる視点が示されている。
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　桜井博士の青年史研究の第3の基本的な視点

として、時代認識を端的に表わす時代区分につ

いて見るならば、次のような時代区分が採用さ

れている。

　原始時代

　古代（3世紀ごろを中心とする）

　上代（大化の改新＝645年から平安時代の末＝

　　　1183年まで）

　中世（鎌倉時代のはじめ＝1184年からいわゆ

　　　る戦国時代の終り＝1602年まで）

　近世（いわゆる江戸時代＝1603年から1867年

　　　まで）

　近代（明治維新＝1868年から大正末年＝1926

　　　年まで）

　現代（昭和のはじめ＝1926年から今日まで）

　時代区分にっいては、「日本見童生活史』で

は1941年刊の旧版と、1948年刊の改訂新版では

微妙な差異があることを前稿で指摘したが、

『日本青年史』では基本的に改訂新版にしたが

い、さらに現代が加わるなど、第二次世界大戦

中とは異なる戦後歴史学の研究成果を反映した

時代区分が採用されている。

　このように区分された各時代にっいて、桜井

博士がどのような時代認識をしていたのか、例

として近世を見るならば、次のように要約して

とらえることができる。

　1．近世というのはいわゆる江戸時代のこと

　　　である。

　2－1．戦国時代にゆるみかけた封建制度は

　　　　再編成されて、ほぼ完成した形を整え

　　　　た。

　　－2．しかしやがて封建社会の内部に矛盾

　　　　が生じ、しだいに大きくなっていき、

　　　　幕末になると外国の圧力も加わったた

　　　　め、封建制度はっいに崩壊した。

　　－3．江戸時代は封建社会の崩壊期であっ

　　　　たといってよい。
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　3－1．この社会ではきわめてきびしい階級

　　　　制度が行われていた。

　　－2．一っの階級から他の階級に移ること

　　　　は、すこぶる困難であった。

　　－3．同じ階級の内部にも、さまざまな差

　　　　別があった。

　4．近世の封建社会は、全く固定した、閉じ

　　　た社会であった（18）。

　このような時代区分、時代認識に桜井博士の

青年史研究の第3の基本的な視点を読み取るこ

とができる。

（4）研究の方法と素材

　前稿において、桜井博士の日本児童生活史研

究が既存の歴史学の研究成果のみに依存するこ

となく、きわめて多様な資料を活用することに

よって、児童の生活実態を可能な限り明らかに

し、総合的に認識することを目ざしていたこと

を指摘した。この考え方は日本青年史の研究に

おいても共通していると考えられるところであっ

て、各時代ごとにどのような資料を用いている

かを抜き出し、具体的に網羅すると次の通りで

ある。

　一章　原始社会の青年…遺物や遺跡、未開社

　　会（から類推する）

　二章　古代の青年…『魏志倭人伝』

　三章　上代の青年…『万葉集』、「梁塵秘抄』、

　　大宝令・大宝律、ものがたり文学（『竹取

　　物語』、「宇津保物語』、『源氏物語』）、『更

　　級日記』、西行「撰集抄』

　四章　中世の青年…『おあん物語』、「吾妻鏡』、

　　『沙石集』、『北条九代記』、「閑吟集』

　五章　近世の青年…「西域物語』、「道中日記

　　帳』、若者集団の「御條目」「掟」「申合わ

　　せ」など、河竹黙阿彌『弁天娘女男白波』、

　　紀山人「仇競今様櫛』、近松門左衛門の劇、

　　民謡、川柳、子もり唄
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　六章　近代の青年…「開化の入口』、景山

　　（福田）英子『妾の半生』、児玉花外「紡績

　　工女」（詩）、「軍人勅諭」、与謝野晶子「君

　　死に給うことなかれ」（詩）、「民法」、福沢

　　諭吉「学問のすすめ』「日本婦人論』など、

　　雑誌「青踏』

　七章　現代の青年…「大日本青年団綱領」、

　　「きけ　わだつみの声』、戦没学生の手記、

　　世論調査結果

　（付：一般的な参考文献は除いている）

　このように多様な素材を広く渉猟し、総合的

な認識を目ざした点に桜井博士の日本青年史研

究の方法上の特色が存在すると考えられる。

（5）青年観と青年への期待

　桜井博士の青年史研究の基底にある青年観は

どのようなものであったのだろうか。

　桜井博士は「日本青年史』が刊行された1952

年までの日本社会にっいて、基本的に保守的な

社会、封建制を完全に払拭しえていない社会と

認識した上で、「一たい保守的な社会では、ど

こでも古いしきたりが重んぜられ、伝統が尊重

されるものである。したがってそのように社会

では、古いことをよく知っており、前からの慣

習になれている老人が社会の尊敬をうける。同

時にそのような社会では、あたらしいもの、み

なれないもの、ききなれないものは排斥され、

古いことを知らない若い者はけいべっされる。

明治以後、今日にいたる日本の社会はそのよう

な社会であった。」と把握し、そのような社会

の中での青年の位置づけにっいて「それ故、な

に事につけても、どんなばあいでも、年功が尊

ばれ、年長者がうやまわれる。逆に若い者は、

青二才とか、クチバシが黄色いとか、乳くさい

とかいわれて軽くみられる。青年の意見は正し

いばあいでも、若いクセにとか、ナマイキだと

か言ってあいてにされない。」、「日本の社会が

No．18

老人ばかりを尊んで、青年を不当に軽覗し、あ

などってきたことは以上に述べた通りであるが、

老人や肚年からみれば、青年は働かせるもので

あり、利用すべきものであった。老人や壮年の

指導者はしばしば純情の青年を利用し、多大の

ギセイを彿わせてきた。満蒙開拓青少年とか、

太平洋戦争における特攻隊とか、例をあげるま

でもないであろう。また日本の産業資本の発展

のかげに、どんなに多くの男女の青少年のギセ

イがひそんでいるかを思うべきである。」と説

明している。こうした青年の社会的な位置づけ

は教育に関しても、「教育に力を入れなかった

のは、次代をになう青年を本気に考えなかった

からであろう。…（略）…現在の教育制度や施

設は、向学心にあふれる都市や農村の青年の希

望をみたすには決して十分ではない。」という

状況を生み出していると指摘している。そして

最終的に「いずれにせよ、社会は青少年をおろ

そかにしているのではないか。次代の社会をに

なう青年にたいして、老年・肚年層はもっとあ

たたかい愛情をもっべきではないか。」（19）と結

論づけている。この指摘に見られるように、桜

井博士は日本社会の特質と関連づけて、日本社

会において青年がどのように位置づけられてい

たのかを初めに明らかにしている。一方、「青

年は何といっても未完成であって、思慮におい

ても、社会的経験や知識においても成人に及ば

ない。青年はいたずらに、成人に甘えたり、そ

のおだてに乗ったりすることなく、また成人の

無理解にたいしてすぐ怒ってしまったりしない

で、確実に自己の実力を養いそだてることに力

を注ぐべきであろう。」（2°）と、青年自身にも考

えなければならない点があることを指摘してい

る。

　このように日本社会における青年の位置づけ

と青年自身の課題の両面にっいて明らかにした

上で、桜井博士は「もちろん青年には多くの長
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所があり、美点がある。何よりも尊いのは青年

の若さのうちにひそむ限りない可能性である。

青年はよい指導さえあたえられれば、無限にと

いえないまでも、すくなくとも大きく伸びるさ

まざまな素質をもっている。また青年の精神は

まだ社会の汚れに染まず、その若々しい心は正

義と不正とにたいして敏感である。社会的悪に

みたされた成人の世界を正しくするものは青年

の純粋な魂だけであるとも考えられる。」（21）と、

その長所を明らかにしているが、ここに桜井博

士の青年観が端的に示されている。桜井博士は

青年に対して基本的に「…（略）…未来への期

待は青年にたいしてかけられる。」（22）という認

識、期待を持ち続けていたのであり、「日本青

年史』の叙述を次のような青年への信頼と期待

を現わす文章でしめくくっている。

　「わたしは日本の青年の将来を信じ、日本の

青年に望みをかけたい。愚かしい職争によって

多くのすぐれた青年を失ったことは限りない不

幸であり、悲しみであった。しかし生き残った

青年たちと、あとから成長して来る若者たちの

誠実を信じたい。いまの日本の運命をきりひら

くものは現代の青年をおいてほかには求められ

ない。「未来はわれらのものなり』といった或

る若い学者があったが、わたしは「未来は青年

のものなり』と言いかえたいと思っている。」（23）

　ここには、桜井博士の日本の児童に関する、

「…（略）…雄々しさ、その正しさと叡智」を

認め、「日本の見童は、いっの時代でも、いか

なる場合でも、常に明るく正しかったし、また

元氣だった。」と認識する児童観、「あかるい見

童の生活に暗い影がさしたこともないではなかっ

たが、それは見童の罪ではなく、むしろ誤った

見童親をもったその時代のおとなのためであっ

た。」㈹とする、児童とそれをとりまく社会の

あり方についての認識、「かように今日はまこ

とに苦難に充ちた時代である。しかし日本の見
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童は、これに耐え、これにうち克って力強く生

い立ち、やがて輝かしい眞の民主主義日本をき

ずくであろう。」（25）とする児童への期待と基本

的に共通する認識があったといえる。

3．桜井庄太郎博士の日本青年史研究の位置づ

　　け

（1）刊行時の位置づけと評価

　はじめに、桜井博士の『日本青年史』が刊行

された当時、どのように位置づけられ、どのよ

うに評価されていたのか、当時の書評を参照し

てみたい。

　日本教育社会学会の機関誌「教育社会学研究』

は、「教育史に関する最近の著書」という拡大

書評で同書を取りあげている。書評を担当した

仲新は桜井博士の『日本青年史』について、第

1に「原始社会から現代に至るまでを簡単にま

とめたものではあるが、これまで類書の出版さ

れたものもなく新しい分野を開拓したものとし

て注目される。」と、この領域における先駆的

な研究成果であることを評価し、教育史という

視点からは「いわゆる狭い意味での青年教育に

ついての叙述は比較的少いけれどもそのことが

却って社会における青年の地位や役割を広く理

解し、それによって各時代の青年の教育を理解

する上に役立っであろう。」と、限界があるこ

とを指摘しっっも、逆にその研究の優れた点も

指摘している。そして総合的に「本書は従来あ

まり開拓されていない分野に新に鍬を入れ、今

後の教育社会学的見地に立っ青年教育史の研究

に先駆をなすものとして注目されるであろう」〔26）

と、評価しているが、基本的にこのような評価

は今日の時点から見ても、なお妥当なものと考

えられる。

（2）今日的な位置づけと評価
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　桜井博士の『日本青年史』について、今日の

時点において、どのように位置づけられ、どの

ように評価することができるのか、また今日そ

の研究から学ぶべき点はどのような点であるか

について、最後に考えたい。

　第1に、桜井博士の「日本青年史」に代表さ

れる青年史研究は、日本における青年史研究の

歴史の上で先駆的な位置づけを持っと考えられ

る。

　桜井博士自身は「日本青年史』の刊行と同じ

1952年時点で、前述のように「なお青年を取り

扱ったものとしては一九三〇年の中山太郎氏の

「日本若者史』（春陽堂）、一九三六年の大日本

連合青年団編・発行の「若者制度の研究』など

がある。いずれもその内容は時代的に限られて

おり、青年史としては範囲も狭く、部分的もし

くは特殊的な研究というべきである。」（27）と指

摘しているが、たしかに総合的な青年史、青年

の社会史、その通史と称しうるものは、桜井博

士の『日本青年史』以前には見られなかった。

中山太郎『日本若者史』は、『日本若者史』と

称しながらも、その「序」において「若者史は、

夙に誰かの手によって、纏められてゐべき筈だ

のに、その計劃あることさへ聴かぬのは、元よ

り此の問題の小なるためではなくして、案外そ

の資料を集めるに、骨の折れることが原因する

のだと考へてゐる。」と、これまでの研究状況

は正しく指摘されているものの、ただちに「我

國の若者と稻する團髄は、公邊の認めたもので

無いだけに、…」（2s）とここで言う「若者」が

「團｛提」を意味するとの限定を加えている。こ

うした内容に限定されることは、その目次を見

ても明瞭であり、中山太郎『日本若者史』はそ

の書名にもかかわらず、若者集団の歴史を明ら

かにするものであって、総合的な青年史、青年

の社会史を明かにするものということはできな

い。一方、大日本連合青年団編・発行の「若者
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制度の研究』はその書名が端的に表わしている

ように、若者制度にっいての研究である。この

ような青年史研究の歴史に照らし合わせて考え

るならば、桜井博士の『日本青年史』が、わが

国における総合的な青年史、青年の社会史研究

史上で最も早く公刊された通史であるといえる。

　第2に、桜井博士の『日本青年史』は、今日

においてもなお類書の刊行を見ない、唯一の日

本の青年に関する通史であると位置づけられる

と考えられる。

　この桜井博士の『日本青年史』が刊行された

のは1952年であって、その後日本における歴史

研究はきわめて多くの研究成果を蓄積してきて

おり、社会史という新たな視点に基づく研究の

隆盛も見ている。一方、青年についての社会学

的な研究も数多く見られるようになってきてお

り、さらに教育史の研究も活発に行われている。

しかし、筆者が知りうる範囲では、歴史学の分

野においては日本の青年に対象を限定した通史

として公刊されたものは見られない。一方、青

年にっいての社会学的な研究の多くは現代の青

年や青年文化などの特質を明らかにしようとす

るものがほとんどである。教育史の分野におけ

る研究については、かつては制度史が中心であ

り、近年アナール派を中心とする社会史的視点

の影響を受けた新しい教育史の摸索が見られる

ものの、日本の青年の歴史、あるいは青年教育

史の通史の刊行にはいたっていない。日本の青

年に関する歴史的な研究としては、教育社会学

者の手による青年集団の歴史的研究が見られる

ほか、民俗学の分野でかつての青年やその生活、

青年集団について明らかにしようとする研究が

見られる程度であって（29）、青年全体に関わる

通史の提示にまでいたった研究成果はまだ見る

ことができない〔3°）。このような状況をふまえ

て考えるならば、桜井博士の「日本青年史』は

今日においてもなお、日本の青年の歴史を通史
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として明らかにした、唯一といって良い貴重な

研究成果であると位置づけられる。

　第3に、桜井博士の「日本青年史』に代表さ

れる青年史研究は、今日、歴史学、教育史学の

研究において比重を高めっっある社会史的な視

点を早くから取り入れていた研究であると位置

づけられると考えられる。近年、歴史学、教育

史学の研究において、かつての制度史を中心と

する傾向から、社会史という新しい視点が大き

な比重を持っ傾向への変化が生じてきている。

この社会史的研究の特徴について、社会史的研

究の隆盛を生む契機となったアナール派を中心

に見ると、次のように指摘されている。

　「このように、「アナール』がめざしたのは、

『全体史』としての社会史であった。「全体史』

とは、人間をばらばらにしないで、そのまるご

とにおいてとらえるために、歴史の領域で地理

学、経済学、政治学、社会学、心理学、宗教学

等の人間諸科学のあいだの壁を打ち破り、人間

諸科学の結合を促進し、人間や人間集団を総合

的な視角からとらえようとする研究である。」

「忘れてならないことは、歴史学が担うこの統

合化の使命は、図式化によってではなく、具体

性の名において果たされなければならないとい

うことであり、『アナール』がよびかけた社会

的なものへの包括的アプローチは、基本的に、

経験的な方法に基づいていた。／歴史家の仕事

は、人間や人間集団のあいだに切れ目のない派

生関係の連鎖を見出し、その無限にゆたかで多

様な結合のあらゆる組み合わせをとらえること

にあり、単純化や抽象化によってではなく、む

しろ複雑化することによって、「社会』を、そ

の人間関係のかぎりないもっれが明るみに出す

さまざまな意味とともに、理解し、把握するこ

とにあるからである。」（31）

　ここで指摘されていることは、1．人間・人

間集団の総合的な認識、2．それを具体的に経
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験的な方法に基づいて明らかにする、3．人間

と集団の間の関係を明らかにすることによって、

社会にっいて理解する、という点であるととら

えられる。この考え方に基づいて、あらためて

桜井博士の『日本青年史』の内容を見ると、第

1に、前述のように桜井博士が「はしがき」に

おいて「っぎのような問題をあきらかにしたい

と思う。」として示した項目から見ると、この

著書が青年の総合的な認識を目指すものである

ことが理解される。第2に、この著書がきわめ

て具体的に各時代における青年のあり方を明ら

かにしていることは、どの時代にっいての叙述

を見ても明らかである。第3に、青年と青年集

団、その両者間の関係にっいて明らかにしてい

ることはいうまでもないが、さらに青年と社会

の関係にっいて明らかにすることを目ざしてい

ることは、前述の問題点の中に青年の社会生活

とならぶ解明すべき内容として、青年が果たし

てきた社会的な役割、「社会の青年観と青年の

社会的地位（社会は青年をどのようにみたか、

また青年にどんな社会的地位をあたえ、青年を

どのように取り扱ったか）」という項目が設け

られていることからも明らかである。このよう

に考えるとき、桜井博士の「日本青年史』はき

わめて早い時期に今日の社会史的な視点を取り

入れて行われた研究であると評価することがで

きる。

おわりに

　このような検討の結果から考えるとき、桜井

博士の「日本青年史』、日本青年史の研究は、

この領域における先駆的な研究としての歴史的

な評価を持っだけではなく、社会史的な視野に

立った研究として、その研究視点、研究内容は

今日の研究水準、研究方向から見ても十分積極

的に評価することができる。

　今日、青年や青年文化にっいての研究は数多
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く見られるが、その理解のために歴史的背景や

形成過程を明らかにすることが必要であること、

さらに現実の青年をめぐる多くの問題について

解明する上でも歴史的な理解が必要であること

を考えると、桜井博士の日本青年史研究は今日

においてもなお学ぶべき点を多く持った示唆に

富んだ研究であり、きわめて大きな意味を持っ

といっても過言ではない。

・
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